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ケース 11. 3 オランダのマイノリティ 
 

1980 年代の初めに、オランダ政府は「マイノリティ政策 (minorities policy)」を正式に

採用しているが、それは多くの点でカナダやオーストラリアの多文化主義に似ていた。後

にこの政策は、一部の移民集団の社会・経済的並びに文化的統合の妨げになったと公然と

批判されるようになる。導入当初より、移民とエスニックな多様性は熱い政治論争の焦点

になっていたこともあり、その当時の対応とかなり大きな違いをみせる政策的対応が、政

府によって採用され始めている。 

 
2005 年にオランダには 170 万人の海外出生者が住んでおり、それは全人口の 10.6%に相

当していた。出身国の上位 5 カ国は、トルコ、スリナム、モロッコ、インドネシアそして

ドイツであった (『国際移民の時代〔第 4 版〕)』335 頁参照)。2005 年の外国人居住者人口

は、69 万 1,000 人であった (全人口の 4.2%に相当する)。2 つの数値が異なるのは、移民が

国籍を取得して市民になることが多いことを示している。2005 年までに 100 万人以上の市

民が二重国籍をもっていたと見積もられているが、その半数近い人々はトルコ国籍やモロ

ッコ国籍を同時にもっていた。 
 1970 年代に、エスニック集団は、オランダの大都市に集中し (アムステルダム、ロッテ

ルダム、ハーグ、ユトレヒトなど) 、特定の近隣に集住して目立つ存在となっていた。モロ

ッコ人、トルコ人、スリナム人とアンティル諸島人の労働者は、1980 年代の経済構造の再

編によるさまざまな不利益を被るようになり、失業率が 20-40%に達する外国人集団も登場

した。後に失業率は低下したものの、2004 年の時点での非ヨーロッパ系外国人労働者の失

業率は、なおオランダ国民の平均の 3 倍であった (Statistics Netherlands, 2005)。 
 1980 年代のオランダは、労働現場や公共の場所における人種差別を禁止する法を制定し

ていた。自治体選挙への参政権も外国人市民に与えられた。1983 年のマイノリティ政策は

基本的に多文化主義の原理の上に成り立っており、移民集団を集団として社会に統合する

と同時に、文化的アイデンティティを維持するための社会政策の必要性を強調するもので

あった。地中海沿岸諸国からの労働者とその家族、スリナム人やアンティル諸島人、モロ

ッコ人、難民 (庇護希望者ではなく)、ジプシーやキャラバン住民をも対象とするものであ

った。 
 しかし、マイノリティ政策は失業や教育達成度の低さ、社会的不利益を改善するうえで

役割を果たさなかったとして批判されるようになった。1994 年には、新しい統合政策が導

入された。同法には 2 つの要素が含まれていた。新来移民への支援政策としてオランダ語

教育や社会教育、職業教育訓練を施すことに加えて、移民個々の教育への参加と労働への

市場参加を確実にするための、個人行動の自己管理を支援することにあった。統合政策は、

マイノリティの若者の教育と労働市場における地位の向上、住民の居住分離ではなく、共

生を促進することを目的としていた。 
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 しかし、近年では移民に対する態度や政策に大きな変化がみられるようになってきた。

最初の第 1 歩は、1998 年の「新移民の市民への統合法」が定められたことにあり、同法は

移民の統合コースへの参加を強制するものであった。しかし当時は、反移民政策を掲げる

ピム・フォルトウィン［とその支持者の党（PFL）］が国民の大きな支持を受け始めたこと

に大きな衝撃を感じる観察者は少なくなかったが、そのフォルトウィン党首が 2002 年［の

総選挙中］に暗殺されたこともあり、PFL は第 2 党に躍進し、パートナー政党として連立

政権を組むまでになっただけでなく、移民大臣のポジションを確保したのである。しかし

ながら、2003 年には PFL は内紛を起こして分裂し支持を失うとともに議席も失った。キリ

スト教民主主義系の政党と社会民主主義系の政党の連立政権が復活したが、移民政策変更

の公約は引き継がれた。 
 新しい移民政策は制限的なものであり、とくに家族呼び寄せ移民を制限していたため、

移民の流入は減少した。2005 年の移民受入数は 6 万 3,000 人だったが、1988 年以来の最

低数値であった。そして政府は、庇護申請を却下された者を強制送還すると宣言した。こ

れによりオランダの歴史的な異文化に対する寛容性は、「移民は統合される義務がある」と

か、「移民によりオランダ社会は危機にある」などの非難に置き換わった。批判の対象は主

にムスリム系のマイノリティたちであった。2004 年には、映画監督テオ・ファン = ゴッ

ホ (Van Gogh, Theo) が家庭内暴力に苦しむムスリム女性の経験を映画にしたことで、ム

スリムのモロッコ系オランダ人により暗殺されたことは、さらに事態を悪化させることに

なった。 
 2006 年に政府はオランダ語とオランダ社会についての移民の習熟度を確かめるために、

入国前に移民希望者に「市民統合試験 (civic integration examination)」を課すための法律

を導入している。2007 年 1 月より施行された新統合法は、新たな市民統合試験を導入し、

移民が無期限の永住許可を得るために受験しなければならないとした。統合試験を受験す

るための予習授業コースは民間の手に委ねられ、移民は自費で予習コースを受けなければ

ならなくなった。さらにオランダのシティズンシップを獲得した者は、強制的な帰化証授

与式に出席しなければならなくなったのである。 
 オランダは、1980 年代の多文化主義政策から新しい形態の強制的同化主義政策に移行し

つつあるようにみえる。オランダのこの性急な変化は、ヨーロッパ全体の移民政策とマイ

ノリティ政策が大きな危機を迎えたことを示す、先駆的な事例だと多くの人々がみなして

いる。 
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